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§1．F(x,y)=A(0,x)+A(1,x)y+……+A(n,x)
 A(k,x)=a(k,0)+a(k,1)x+……+a(k,l(k)) （a(k,l(k))≠0）各a(k,j)は自然数.　　　　　　　　
各A(k,x)は自然数係数1変数多項式。
G(x,y)=B(0,x)+B(1,x)y+……+B(m,x)
 B(k,x)=b(k,0)+b(k,1)x+……+b(k,l(k)) （b(k,l(k))≠0）各b(k,j)は自然数.　　　　　　　　
各B(k,x)は自然数係数1変数多項式。
H(x,y)=F(x,y)－G(x,y)とおくとH(x,y)は整数係数の２変数多項式。
H(x,y)=C(0,x)+C(1,x)y+…………＋C(t,x) t=max(m,n) 各C(k,x)は整数係数多項式。
今、十分大きい自然数xに対して、A(k,x),B(k,x)がすべてのkをわたるものの中で最大となるxの関数をM(x)と表す。xを固定してyのみについて考えればy＞M(x) においては自然数解を持たない。（ M(x)進数表示の一意性より）よってyを動かすとき自然数解を持つか否かはH(x,0),H(x,1),…………、H(x,M(x))のいずれかが０になるか否かを調べれば良い。例えば、K(x)=H(x,0)×H(x,1)×…………×H(x,M(x))=0か否かを十分大きなxについて調べることができるとしたとき、例えば、あるxより大きなxに対してK(x)≠0であることが分ればH(x,y)=0の自然数解は有限個。そうでなければ無限個と言える。
H(x,0),H(x,1),…………、H(x,M(x))のいずれかが０になるか否かを判定する手段として、多項式計算のステップ毎に各段階の自然数をポイントして行く事などを考えていた訳であるが、K(x)に相当する部分が何らかの意味で計算可能でなければ判定できない。多項式計算のステップ毎に各段階の自然数をポイントして行く事によって計算可能性も同時に考えられる筋も期待していたから更なる自然数計算過程の追跡を考えてみるつもりである。
